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栗山町民（以下「町民」という。）から選挙で選ばれた議員により構成される栗山町議会（以下「議会」と

いう。）は、同じく町民から選挙で選ばれた栗山町長（以下「町長」という。）とともに、栗山町の代表機関を

構成する。この２つの代表機関は、ともに町民の信託に応える活動し、議会は多人数による合議制の機関とし

て、また町長は独任制の機関として、それぞれの異なる特性をいかして、町民の意思を町政に的確に反映させ

るために競い合い、協力し合いながら、栗山町としての最良の意思決定を導く共通の使命が課せられている。 

 議会が町民の代表機関として、地域における民主主義の発展と町民福祉の向上のために果たすべき役割は、

将来にかけてますます大きくなる。特に地方分権の時代を迎えて、自治体の自主的な決定と責任の範囲が拡大

した今日、議会は、その持てる権能を十分に駆使して、自治体事務の立案、決定、執行、評価における論点、

争点を広く町民に明らかにする責務を有している。自由かっ達な討議をとおして、これら論点、争点を発見、

公開することは討論の広場である議会の第一の使命である。 

このような使命を達成するために本条例を制定する。われわれは、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。

以下「法律」という。）が定める概括的な規定の遵守とともに、積極的な情報の創造と公開、政策活動への多

様な町民参加の推進、議員間の自由な討議の展開、町長等の行政機関との持続的な緊張の保持、議員の自己研

さんと資質の向上、公正性と透明性の確保、議会活動を支える体制の整備等について、この条例に定める議会

としての独自の議会運営のルールを遵守し、実践することにより、町民に信頼され、存在感のある、豊かな議

会を築きたいと思う。 

 

栗山町議会基本条例前文 

平成１８年５月１８日制定 
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①第６次総合計画（抜粋） 
 
 

計 画 事 業 概  要 

栗山中学校体育館の大規模改修 

平成２９年度調査実施設計、平成３０年度に改修工事

の予定であったが、老朽度調査を行い維持保全計画策

定し進める（長期的な改修➡後期計画に延期し実施） 

学校給食センターの整備（建替え）検討 
資料収集や内部検討及び学校給食運営委員会等で引き

続き協議を進める 

地域間（都市間）交通の確保と利便性の向上 

民間バス路線維持に対する支援➡引き続き関係市町と

の連携を強化、バス事業者との協議を進める。ＪＲ室

蘭線について、関係市町と連携強化し、利用促進策の

検討を進める 

新町地区再開発整備 平成３０年度より実施設計 

馬追橋架換え、歴史的建造物を活かした錦地区の街並みづくり 平成３０年度より仮橋、３５年度に事業終了（予定） 

継立中学校跡地の活用を含めた南部地域振興策を検討 

幹線道路・分譲地造成・継立団地建替えなど地域と協

議し検討する。夕張市、由仁町との広域道路網の整備

要望 

御大師山周辺（栗山公園等）の散策路・施設等の計画的な改修・整備 
関係団体による連携会議において協議を行い、散策路

施設等の計画的な改修。既存の展望台は撤去済 

若者・子育て世代が移住しやすい環境整備 

庁内関係課及び町内企業と連携し支援制度の周知を図

り利用の促進を進める。若者、子育て世帯向け町営住

宅の整備検討 

 



  

◆スケジュール◆ 

町民・議会モニターから 

意見聴取、議員による評価・検証 

評価・意見を参考に 

条例の見直し（案）作成 

町民・議会モニター・議会サポーターよ

り、見直し（案）に対する意見聴取 

６月議会定例会へ 

改正条例を上程 

・行政需要の増大に応じて、小中学校、社会教育施設、体育施設、公営住宅、地域集会施設などの公共施設（建築物）

や道路、橋りょう、上下水道などインフラ系施設を集中的に整備し、町民の生活基盤、地域コミュニティの拠点など、

その役割を果たしてきた。しかし、これらの公共施設等は、少子高齢化の世代構造変化や人口減少の到来により、これ

までと同様な水準で投資を継続していくことは、財政的にも困難。単純に改修や更新をするのではなく、必要な機能を

維持しつつ効率的・効果的な配置を検討していくことや、中長期的な維持管理・更新等に係るコストを縮減・平準化し

持続可能なまちづくりを目指していくことが必要。この計画は、社会情勢を踏まえ、町が保有する公共施設等の総合的

かつ計画的な管理の推進にあたって、長期的な視点をもって、その考え方の方向性、取り組むべき内容、推進体制など

の基本的な方針を定めることを目的に策定する。 

 

１ 計画期間 ２０１６年度から２０３５年度（２０年間） 

２ 対象範囲 公共施設（建築物）、インフラ系施設（道路、橋りょう等） 

３ 維持管理コスト 公共施設 年間約 8.7 億円 インフラ系施設 永続的な老朽化対策必要（計画的な更新、維持） 

４ 更新必要額 公共施設 耐用年数どおりにすべて取得価格（再調達価格）で更新すると今後 40 年間で 281.1億円 

        公共施設＋インフラ系施設 必要経費 859.1億円 

 

基本目標 ・公共施設（建築物）町が保有する施設全体総床面積 131,737㎡➡２０％削減（２０年間） 

      ・インフラ系施設 トータルコストの縮減、予算の平準化 

 

 

 

 

 

②公共施設管理計画 
 

 
調 査 
研究費 

研修費 
会
議
費 

資料 
作成費 

資 料 
購入費 

広報費 事務費 合 計 

大 西 0 64,060 0 0 21,198 0 0 85,258 

友 成 76,410 0 0 0 1,830 0 0 78,240 

楢 﨑 76,410 8,260 0 0 52,648 0 0 137,318 

佐 藤 0 156,780 0 0 12,900 0 0 169,680 

重 山 67,090 85,920 0 0 25,632 0 0 178,642 

置 田 76,410 0 0 0 18,148 0 0 94,558 

大 井 0 64,060 0 0 22,644 0 0 86,704 

千 葉 0 184,320 0 0 2,830 0 0 187,150 

土 井 0 277,370 0 0 35,738 0 0 313,108 

三 田 0 92,720 0 0 14,373 0 0 107,093 

藤 本 0 156,780 0 0 13,962 0 0 170,742 

鵜 川 0 134,850 0 0 79,812 0 0 214,662 

合 計 296,320 1,225,120 0 0 301,715 0 0 1,823,155 
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③各常任委員会の活動内容 

 
 

 ■産業福祉常任委員会  

 「ごみ処理の実態について」 

  ・ごみ処理事業の実績について 11/28 

    最終処分場・堆肥化施設・資源リサイクルセンター    

外部委託の処理実績・道央廃棄物処理組合の進捗状況 

  ・現地視察 11/28 

        最終処分場・堆肥化施設 

  

「建設事業の実態について」 

  ・工事請負契約について 11/28 

・現地視察 11/28 

曙団地建築工事、新工業団地下水道管、配水管工事 

湯地継立線道路改良工事・中央通り歩道改修工事など 

 

 「介護・医療の実態について」 

・夜勤交代制勤務の現状と課題（栗山赤十字病院） 7/31 

  ・栗山町の医療環境整備を検討する町民委員会の内容等に 

ついて 2/6 

   

  

 

 ■ 総務教育常任委員会  

 「ふるさと納税の展開について」 

  ・寄附額、事業展開（ＰＲ・返礼品） 12/18 

  

「若者定住事業の進捗状況について」 

  ・くりやま暮らし体験事業・移住相談会の出展・サイト

の運営・助成制度シティプロモーションなど 1/24 

 ■広報広聴常任委員会  

 「議会の広報誌の編集及び発行について」 

  ・第１５２号の発行について 6/21、7/12、7/20 

  ・議会広報研修会（札幌市） 8/22 

・第１５３号の発行について 9/7、10/11、10/18 

・全国町村議会広報研修会（東京都） 9/28 

  ※委員2名参加 

・第１５４号の発行について 12/12、1/10、1/17 

 「議会広聴の実施について」 

  ・出前議会報告会 12/22、1/18、1/29 

・議会報告会資料作成委員会 1/26、2/2 

  ・議会報告会 2/11～2/23（12会場で開催） 
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  ④意見書の提出 

 
 

意見書とは？ 

町では対応できない重要な事項について、議会としての考えや意思を意見としてまとめた文書のことで、各議員から提出さ

れた意見書案は、本議会で可決されたのち、地方自治法（第９９条）に基づき、意見書として国や北海道などの関係機関へ

提出します。 

 

№ 件  名 議決月日 審議結果 

1 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書 ３月１７日 可決 

2 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書 ６月２１日 〃 

3 ＪＲ北海道の鉄道維持・存続に対して国の支援拡充を求める意見書 ９月１４日 〃 

4 「産地交付金」の満額交付などを求める意見書 １２月１４日 〃 
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  ⑤政務活動費を活用した研修報告 
 
 
 
 

政務活動議員別活動内容（4月～１２月分） 

 

 

 

 

 

 

 
 

議員名 調査研究費及び研修費の内容 

大 西 
❶❷❸7/28～7/30 ❶東京都 あなたの質問を画期的に変える集中講座 ❷市民と議員の条例づくり交流会議 ❸新公会計制度と決算審査 
❹10/21 札幌市 議会技術研究フォーラム2017 

友 成 
❶7/6～7/8 鳥取県 岩美町自治体フォーラム ❷❸10/25～10/26 ❷浦幌町 先進地視察 議会改革及び活性化について  
❸芽室町 先進地視察 議会改革及び活性化について 

楢 﨑 
❶4/18～4/19 京都府 地域医療や観光政策の取組 ❷5/24～5/25 宮城県 議会活動集中講座 ❸6/2 当別町 道の駅オープンまでの取組 
❹7/6～7/8 鳥取県 岩美町自治体フォーラム ❺8/23 札幌市 地方議員サマースクール 

佐 藤 ❶❷7/28～7/30 ❶東京都 質問準備の効果的方法 ❷東京都 市民と議員の条例づくり交流会議  

重 山 
❶7/6～7/8 鳥取県 岩美町自治体フォーラム ❷❸10/25～10/26 ❷浦幌町 先進地視察 機械改革及び活性化 ❸ 芽室町 議会改革及び活
性化 ❹11/11～11/12 赤井川村 第65回北海道女性議員協議会総会 

置 田 ❶7/6～7/8 鳥取県 岩美町自治体フォーラム  

大 井 
❶❷7/28～7/30 ❶東京都 質問準備の効果的方法 ❷東京都 市民と議員の条例づくり交流会議  
❸❹10/25～10/26 ❸浦幌町 先進地視察 議会改革及び活性化について ❹芽室町 先進地視察 議会改革及び活性化について 

千 葉 
❶❷4/25～4/26 東京都 マーケティングの視点を活かした政策の発信 ❷健康や環境から始めるまちづくり❸5/22～5/24 香川県 第２回自治
体議員連合全国学習会 ❹7/18～7/19 札幌市 全国地方議員交流研修会❺7/29～7/30 東京都 市民と議会の条例づくり交流会議      
❻11/14～11/15 東京都 質問方法スキルアップ研修 

土 井 
❶7/6～7/8 鳥取県 岩美町自治体フォーラム ❷❸7/28～7/30 ❷東京都 あなたの質問を画期的に変える集中講座 ❸東京都 市民と議会の
条例づくり交流会議 

三 田 
❶10/21 札幌市 議会技術研究フォーラム2017 ❷❸10/25～10/26 ❷浦幌町 先進地視察 議会改革及び活性化について  
❸芽室町 先進地視察 議会改革及び活性化について 

藤 本 ❶❷7/28～7/30 ❶東京都 質問力アップ集中講座 ❷東京都 市民と議員の条例づくり交流会議 

鵜 川 ❶7/13 東京都 地方議会総合研究所主催「議会基本条例の活かし方」 ❷7/29～7/30 市民と議員の条例づくり交流会議 
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  ⑥昨年の議会報告会での議会側に対する 

 主な意見・要望 

 
全会場取りまとめ 

№ 意見・要望事項 処理・対応 

1 イベントや行事に合わせて議会報告会を開くなど、参加し

やすい日時の調整やお出かけ報告会。また、託児コーナー

を設けるような配慮が必要ではないか。 

開催場所の町内会長や自治会長と相談し日時を決めているが、そ

のほかにも早めに行事などの情報をつかみ日程調整し参加しやす

くしていきたい。託児コーナーをすべての会場に設置するのは難

しいが、会場、参加者、費用等を考え検討することは必要だと思い

ます。今回の報告会から町内会、自治会の行事に併せ日程調整を行

っています。また、昨年１２月より出前議会報告会を実施し、より

多くの皆さんから意見・要望をお聞きしております。 

2 まちづくりについて夢を語り合えるような場にすることは

できないか。 

そのような報告会にすることは賛成です。議員と町民の皆さんと

双方がいっしょに協力して夢を語り合えるような議会報告会を作

り上げていきたいと思います。 

3 栗山町議会には視察に訪れていると聞くが、その状況など

を議会だよりなどで知らせてほしい。 

毎年、多くの視察を受け入れていますので、次回から掲載します。 

（平成２９年５月１日号より掲載） 

4 炭化施設失敗の責任はどのように取るのか。 平成２６年、爆発や水漏れで稼働を停止し、このような危険な状態

での稼働は不可能と判断しました。議会としては、町民が将来にわ

たり安全に安心してごみ処理ができるように道央廃棄物処理組合

に加入しました。 
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北海道栗山町議会 

〒069-1512 北海道夕張郡栗山町松風3丁目252 

 TEL 0123-73-7517 ／ FAX 0123-72-1233 

 E-mail gikai@town.kuriyama.hokkaido.jp 

平成30年2月 

 

 


